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年
の
瀬
も
押
し
せ
ま
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
日
頃
か
ら
、
当
家
族
会
の
活
動

に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
北
海
道
新

幹
線
開
通
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
選

手
活
躍
の
明
る
い
話
題
に
励
ま
さ
れ
ま

し
た
が
、
熊
本
地
震
や
台
風
十
号
の
被
害

に
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

日
胆
家
族
会
と
し
て
も
、
熊
本
地
震
へ

の
義
援
金
を
募
り
、
六
万
円
の
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
道
家
族
会
全
体
で
は
、

義
援
金
の
合
計
は
約
七
十
四
万
円
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
先
般
の
神
奈
川
県
相
模
原
市
の

凄
惨
な
事
件
は
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て

深
く
心
を
痛
め
る
事
件
で
あ
り
ま
し
た
。

道
家
連
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
開

か
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
施
設
の
安
全
対
策
整
備
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
柵

や
門
の
設
備
を
強
化
す
る
こ
と
だ
け
で

は
、
施
設
の
孤
立
化
を
招
く
と
し
て
、
防

犯
強
化
に
か
か
る
費
用
を
国
や
道
が
負

担
す
る
よ
う
求
め
た
、
以
下
の
要
望
書
を

十
月
三
日
、
道
に
提
出
し
て
お
り
ま
す
。 

【
内 

容
】 

一
、
職
員
配
置
に
つ
い
て
、
特
に
夜
間
の

職
員
配
置
を
ユ
ニ
ッ
ト
二
名
以
上
と
す

る
こ
と
。 

二
、
各
施
設
事
業
所
の
要
望
を
く
み
取

り
、
必
要
な
対
策
を
と
る
こ
と
。 

三
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
防
犯
が
脆
弱
に 

 

 

福
祉
施
設
の
防
犯
強
化 

道
、
補
正
予
算
案
に
計
上
へ 

 

 

道
は
、
十
一
月
二
十
九
日
開
催
予
定
の

定
例
道
議
会
に
提
出
す
る
２
０
１
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
、
福
祉
施
設
の

防
犯
対
策
強
化
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
を

盛
り
込
む
方
針
。
総
事
業
費
は
国
庫
補
助

分
を
含
め
約
六
億
三
千
万
円
。
防
犯
カ
メ

ラ
な
ど
の
設
置
費
の
一
部
を
支
援
し
、
安

全
な
施
設
環
境
を
整
え
る
。
各
施
設
か
ら

の
申
請
を
受
け
て
、
一
施
設
当
た
り
事
業

費
上
限
は
百
八
十
万
円
。
上
限
内
の
費
用

の
半
額
を
国
が
負
担
し
、
残
り
の
二
分
の

一
を
道
が
補
助
す
る
仕
組
み
。 

（
十
一
月
十
七
日
北
海
道
新
聞
よ
り
抜
粋
） 

第
十
二
回
全
国
大
会
福
岡 

去
る
、
十
月
十
八
・
十
九
日
、
セ
ン
ト
ラ
ー

ザ
博
多
に
お
い
て
、
第
十
二
回
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
六
百
六
十
名
が
参

加
さ
れ
、
北
九
州
市
立
大
学
小
倉
久
教
授
の
基

調
講
演
に
始
ま
り
、
「
親
・
家
族
が
考
え
る
施

設
が
も
っ
と
よ
く
な
る
た
め
の
条
件
は
何
か
」

と
題
し
て
、
全
員
参
加
型
の
討
論
会
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
新
し
い
施
設
」

に
つ
い
て
、
利
用
さ
れ
て
い
る
ご
本
人
や
ご
家

族
、
施
設
職
員
の
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

か
ら
意
見
を
交
わ
し
、
意
義
深
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
度
道
家
連
総
会 

 

次
年
度
の
総
会
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

日
程 

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
八
日 

会
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札
幌
市
教
育
文
化
会
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今
年
も
各
家
族
会
、
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

来
年
も
、
微
力
な
が
ら
皆
さ
ま
の
か
け
は
し
と

な
る
よ
う
、
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

会長 津脇清一郎 

 

 

 

な
る
事
も
考
慮
し
、
夜
勤
職
員
を
配
置
す 

る
こ
と
。 

四
、
以
上
の
対
策
に
要
す
る
費
用
に
つ
い

て
は
、
国
ま
た
は
道
に
お
い
て
保
障
さ
れ

る
こ
と
。 

ま
た
、
十
一
月
九
日
に
は
第
十
二
回
全

国
大
会
決
議
文
を
道
に
持
参
し
た
と
こ

ろ
で
す
。 

今
後
も
関
係
者
の
皆
様
と
、
歩
調
を
あ

わ
せ
活
動
を
充
実
し
て
参
り
た
い
と
考

え
ま
す
。
当
家
族
会
に
対
し
、
皆
様
方
の

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 


